	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録

平成21年　5月　13日　（水）　　　　　　　　　司会　高橋　則行　　記録　鈴木　幸雄
	東
	高橋
	藤原

（香）
	山田

（司）
	鳥谷部
	西山
	谷川
	滝田
	寺澤
	大井

	休
	○
	深
	休
	年
	休
	○
	○
	準
	○

	上口
	中野
	阿部
	藤原

（英）
	橘
	橋本
	久保
	工藤
	中村

（真）
	田口

	A留守
	○
	深
	休
	休
	準
	A留守
	○
	○
	○

	松川
	中村

（佐）
	鈴木
	半澤
	荒木田
	長濱
	田村
	山田

（真）
	田端
	佐々木

（真）

	C留守
	深
	○
	休
	準
	買い物
	休
	早退
	○
	○

	番場
	佐々木(弘)
	富澤
	松橋
	沼山
	
	
	
	
	

	休
	欠
	休
	ローテ
	休
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・職員駐車場が整備されています。　
東病棟スタッフ・・第二駐車場（青風荘上）

準夜勤　・・・・・病院前外来駐車場

深夜勤者　・・・遅番駐車場
Wiz掲示板に駐車場所一覧と図面が添付されています。各自確認の上、指定の場所に駐車してください。指定された駐車場以外に車輌を駐車した場合は、マイカー通勤禁止の対象となります。
・猪股Dr体調不良のため、5/14（木）当直、5/15（金）外来をお休みになります。

5/14（木）当直17：00～21：00　田名部Dr

　　　　　　　21：00～　　　　院長先生

5/15（金）外来　田名部Dr　　　　　　　　　に変更となります。

＜患者様連絡事項＞

・長根　矢一　様～身体症状改善傾向、酸素止めとなっています。

・松橋　清子　様～排便３日無く、漢方薬・グリセリン浣腸処方となっていますが、本人の強い拒否あり。スタッフを代え、グリセリン浣腸施行、反応便中等量確認しています。また、被害妄想や拒否が強く見られてきています。主治医へ情報提供し指示仰いでいきます。

・木村　格治　様～癤（鼻の腫れ）が軽減しており、セフジトレン錠は止め。アズクロ軟膏処置は継続となっています。

・長谷川　陽一様～主治医診察にて9：40隔離解除となっています。

・玉井　悠策　様～興奮・粗暴行為あり西Ｂユニットより東Ａ15号室へ移動となっています。

・外山　尚武　様～療養環境変更にて西Ｂユニットへ移動しています。

・浅水　洋　様　～東Ａ15号より14号室へ移動しています。

・細越　定生　様～夜間の眠りの浅さ訴え、眠剤が増薬となっています。睡眠状況の観察を行って下さい。

・工藤　豊　様　～5/15（金）主治医面談を予定していましたが、猪股Dr体調不良の為、家族へ連絡行っています。再度、日程調整となります。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑山　広志　様～9：30～11：30、14：00～15：30間で開放時間を設けています。開放時、会話が止まったり、まばたきがゆっくりとなる事がありますが、他の問題は見られず。引き続きトラブルに注意して見守り・介入行って下さい。

　　　　　　　　　　また、昨日、室岡整形外科受診。左肩の自動運動（リハビリ）の指示を受けています。

・畑中　成夫　様～本日は臥床傾向で、水かけ・叫ぶ行為無し。介入時には「気分がいい」と話されている。引き続き、衝動行為に注意して介入。格子側からでも十分に距離を置き事故の無い様、対応して行きましょう。

・長谷川　陽一様～5/11の12：30、同室の他患者様に対して顔面を数回にわたり殴打し裂傷、打撲を負わせる暴力行為、興奮、被害妄想様の発言があり、終日隔離となる。入室直後は興奮状態で、自身の行動を正当化し不満を話していたが、徐々に落ち着き謝罪の言葉を話しており、本日5/13、9：40主治医診察し、終日隔離解除となる。

退室後も引き続き行動の振り返り行い、暴力への行動が衝動化しないよう言語的な表現を援助していきます。また、他患者様とのトラブルに注意し、適切な治療環境の提供に努めて行きましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・吹越　弘友紀様～過沈静を避ける為、抗てんかん薬が減薬・変更となっていますが5/3以降、痙攣発作は見られていません。引き続き観察行って下さい。また、体重の減少傾向あり、本人の嗜好に合わせ、差し入れを依頼する等、必要カロリーを摂取できる様介入行って行きましょう。

・浅水　洋　様　～危険行為は見られず、他者との交流も適度に持たれている。前回の入院では経済状況の理由もあり、退院が早まっていました。今回は長期入院を予定しています。抗酒剤の副作用・生活リズム等、十分な指導を行って行きましょう。

・吉田　光良　様～昨日、夕方より大声で叫び、ドアを数回叩く行為あり。振り返りを促すも言葉を濁しています。表情・発言・行動に注意して下さい。

・玉井　悠策様～平成21年4月21日療養環境変更目的の為、東病棟Ａユニットから西病棟Ｂユニットへ転入となっている。オリエンテーション時「はいはい」と話し、その都度説明するが自室がわからなくなる事があり、又、西病棟Ａユニットまで行ったりと声掛け要していた。　同年5月7日買い物の際、菓子類を多量に購入しようとし、介入したスタッフを蹴る事や威嚇的な態度見られていた。　以後、夜間の睡眠不安定さや日常的に易怒的となる頻度が増え、振り返りにも「覚えていない」と話す事があった。
本日も起床後より、興奮・易怒性強く、体育館の扉を蹴る行為や、ホールの丸テーブルを床に叩き付け破損する行為、血圧測定している他者に突然掴み掛かる事もあり、対応困難な事から、主治医へ電話連絡し、東病棟Ａユニットへ移動の指示・本日在籍している田名部Ｄｒより向精神薬処方と転棟の指示を頂く様にとの指示有、田名部Ｄｒへ報告し、本日12：00東病棟Ａユニットへ移動となる。

転入直後は、興奮しまとまりのない事を話しているが、仲の良かった藤田金弘様を見かけると笑顔を見せ、徐々に落ち着かれている。昼食も落ち着いて全量摂取し、スタッフへも穏やかな対応を見せている。以後、興奮や不穏状態はなく、ホールで藤田様と交流されている。

　　　　　　　　周囲からの刺激を受けやすい方の為、興奮・不穏時は自傷・他害などの事故に注意し、適切な環境調整を行い早期に介入にしていく必要があります。　

